
≪発表のテーマ≫
使われる！「生成AI活用の手引き」の作成

どうやったら使われるか、という視点に立ち専門家や有識者の意
見を聞きながら手引きを作成した。

注意事項や定義の説明ばかりでは、そもそも読まれない。こう
やって使うと良いという視点で作成した。使ってみれば便利さはわ
かる。また、手引きは市のホームページで一般公開し、行政でも民
間でも積極的に活用してもらっている。

この取組が、ＡＩ技術の普及や発展につながることを期待して。

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

大分市
【人 口】 474,804人（Ｒ５.11.末現在）
【面 積】 502.39 平方キロメートル
【職員数】 3,409人（Ｒ５.４.１現在 正規のみ）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

生成ＡＩが話題となり、全国の自治体で手
引きやマニュアルがつくられていますが、
大分市の使われる手引きは、一味ちがうよ！

世界で話題になっている生成ＡＩ！便利なので使われるように、
手引きをつくろう。しかし、一般的なマニュアルを作っても、ネガ
ティブなイメージもある生成ＡＩ、なかなか使われないことが想定
される。

そこで、具体的な使用例などをメインに構成した、
使われる！「生成AI活用の手引き」を作成した。
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タイトル 使われる！「生成AI活用の手引き」の作成

改善前
【Before】

世界で話題となった生成AI

しかし、ネガティブなイメージのせいで

よくあるガイドラインを作成しても、
読まれない・使われない。。。

ガイドラインイメージ



取組内容

AIを知らない人でも気軽に始めやすいよう

導入事例をメインにした「手引書」を作ろう！

注意事項や説明
は後回し！



取組内容

≪作成した導入事例のイメージ≫



効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）

【庁内】
・読みやすくて使ってみようと思った
・文章作成の補助で使う
・資料を作る際に考えを整理するのに使えそう

【他都市】

・大分市のものを参考にして資料を作らせてほしい

【企業】

・実例があって初心者向けで分かりやすい資料だった

⇒ 誰でも使えるように一般公開 ⇒ ＡＩの使用実績の増加

⇒ ＡＩの普及・技術の向上 ⇒ 更なる技術発展が期待できる！


